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Key Person Interview

スタンフォード大学における
“サバイバル”キャリア形成

ここが不思議だ、
我が国のバイオ・ベンチャー市場（４）

MIYAMAN’S column

2022.03.02 イベント  「第3回京都大学ライフサイエンスショーケース@San Diego 2022」共催
2022.03.02 イベント  「デジタルヘルス・スタートアップ Webinars Vol.4 JHeC特集」主催
2022.03.03 イベント  「第9回デジタルヘルスセミナー」主催
2022.03.04 イベント  「関東3拠点合同シンポジウム『世界にとびだせ！日本発の医療機器』」共催
2022.03.05 イベント  「COI-NEXT：誰もが参加し繋がることでウェルビーイングを実現する都市型ヘルスコモンズ共創拠点
    キックオフ・シンポジウム」共催
2022.03.06 イベント  「STEP to Biotech/Healthcare Startups」主催
2022.03.10 イベント  「『再生医療技術を応用した創薬支援基盤技術の開発』成果報告会」共催
2022.03.11 イベント  「大阪大学シリーズ『大阪大学免疫・感染症研究の社会実装について』」主催
2022.03.14 イベント  「"性"と妊娠・出産における光と影-『世界』を踏まえた日本の未来と取り組み vol.3」共催
2022.03.15 イベント  「第3回LINK-J Member's Meetup 医療機器vol.1」主催
2022.03.16 イベント  「関西バイオものづくりフォーラム2022 －バイオ戦略の実現に向けて－」共催
2022.03.17 イベント  「東北大学シリーズvol.2 イノベーションと働きかた改革を両立するためにはコ・クリエーションが必要だ」主催
2022.03.23 イベント  「WISH & SEEDsマッチング会」主催
2022.03.29 イベント  「National Cancer Center Venture Incubation Program 第Ⅰ期 成果報告会 / 第Ⅱ期 公募説明会」共催
2022.03.30 イベント  「政策キーパーソンと語ろう！vol.5 文部科学省 研究振興局 武田ライフサイエンス課長との60分間」主催
2022.04.08 イベント  「Miyaman's Venture Talk vol.1『宮田 満 氏とそーせいグループ田村 眞一 氏で、
    ライフサイエンスベンチャーを縦横無尽に語る』」主催
2022.04.12 イベント  「政策キーパーソンと語ろう！vol.6 PMDA審査マネジメント部安川部長との60分間」主催
2022.04.13 イベント  「「大阪大学シリーズ第2弾『大阪大学免疫・がん免疫研究の社会実装について』」主催
2022.04.18 イベント  「東大 藤田誠研　柏の葉で加速させるオープンイノベーションの取組」主催
2022.04.19  イベント  「第4回LINK-J Member's Meetup 医療アプリ、データ、情報サービス」主催
2022.05.16 イベント  「政策キーパーソンと語ろう！vol.7 経済産業省 新規事業創造推進室石井室長との60分間」主催
2022.05.16 ニュース    川崎市殿町「キング スカイフロント」にLINK-Jコミュニケーションラウンジをオープン
2022.05.17 イベント  「第5回LINK-J Member's Meetup バイオ技術・解析サービス」主催
2022.05.20 イベント  「第2回次世代モダリティセミナー ～次世代モダリティとしてのmRNA～」主催
2022.05.25 イベント  「英国ライフサイエンスイノベーションエコシステム最新潮流」主催
2022.05.26 イベント  「東北大学シリーズvol.3 次世代放射光による可視化が変えるライフサイエンスの未来」主催
2022.05.27 イベント  「第4回LINK-J・UCサンディエゴ ライフサイエンスシンポジウム」主催
2022.05.27 イベント    「バイオコミュニティ関西（BiocK）キックオフセミナー」共催
2022.05.30 イベント  「順天堂大学発！AI Incubation Farmの2025年に向けた展望」共催

　2022年6月15日、米国の連邦準備制度理事会（FRB）は大方の

予想を裏切り、政策金利を0.75％と通常の3倍もの利上げを決定し

ました。年末の想定金利も中央値で3.4%と、3月のFRBの決定

より1.5%も高めに設定しました。40年振りに米国消費者物価指数が

8.6％と高水準を示したため、景気よりインフレを抑制することを優先

した判断です。これを受けて日米の株式市場は大荒れとなりました。

　バイオ・ベンチャーの価値は将来価値です。決して現在の収益で

はなく、数年後から10年後の未来の収益に投資家は投資します。

将来価値を上場株価という現在価値に転換するために、政策

金利による割引が行われます。つまり、政策金利の上昇は、将来価

値の大幅な減価になるのです。ベンチャーが上場する新興市場

（米NASDAQ、我が国では東証グロース）の株価は、金利に敏感

に反応します。実際、NASDAQ100指数は2021年11月19日の

ピークから2022年6月17日までで32%も下落しました。では我

が国のグロース指数はどうか？実は東証が改革を行い、従来のベン

チャー市場、マザーズをグロースに模様替えしました。今回は比較が

難しいため、Kabutanが計算しているマザーズ指数を援用すると、

マザーズ指数は2021年11月16日のピークから2022年6月17日

までに、実に48%も下落しました。

　日本銀行はこの期間、一回も政策金利を上げていません。6月17日

の金融政策決定会合でも利上げしないことを決定したにも関わらず、

です。この株価暴落の差は日米の新興市場を支える投資家の差です。

NASDAQでは機関投資家が振興市場の主役であり、短期の売買

より長期保有によるキャピタル・ゲインを狙います。一方、東証グロース

では個人投資家が主役であり、短期の売買による差益を狙います。

つまり我が国にはバイオ・ベンチャーを育てる我慢強く賢い資金の出し

手を欠くため、底が抜けたような暴落が起こるのです。東証グロースに

世界的にも潤沢な我が国の機関投資家の資金投入無くしては、長期

かつ持続的資金調達が必要なバイオ・ベンチャーの成長は覚束

ないでしょう。

ここが不思議だ、我が国のバイオ・ベンチャー市場（４）
なぜ米NASDAQより東証グロースの方が利上げのダメージが大きいの？

LINK-Jの主な活動と日本橋ライフサイエンス拠点の集積 （2022.3-2022.05）

Vol.21

宮田 満 氏
東京大学理学系大学院植物学修士課程修了後、1979年に
日本経済新聞社入社。日経メディカル編集部を経て、日経バ
イオテク創刊に携わる。1985年に日経バイオテク編集長に
就任し、2015年に株式会社宮田総研を設立、新Mmの憂
鬱などメディア活動を開始。2017年、株式会社ヘルスケアイ
ノベーションを設立、2020年6月よりバイオ・先端医療関
連のベンチャー企業に投資を開始した。厚生労働省厚生科
学審議会、文部科学省科学技術・学術審議会、生物系特定
産業技術研究支援センターなど、様々な公的活動に従事。
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Key Person Interview

スタンフォード大学における
“サバイバル”キャリア形成
日本で医師として臨床現場に出た後、30代で渡米。スタンフォード大学医学部にて、その後のキャリアを
積み重ねた2人の日本人がいます。睡眠研究の第一人者・西野精治さんと、数多くの医療機器の開発プロ
グラムに参加し、日本版バイオデザインの立ち上げに尽力したことでも知られる池野文昭さんです。家族
ぐるみで食事をする間柄でもあるお二人に、スタンフォードにおけるキャリア形成と競争の事情や同大の
魅力、これまで同大で培った知見を日本へ還元する取り組みなどについて話を伺いました。

功績が認められたとき、 
新たなポストが創出される

――お二方とも“スタンフォード大学で活躍する日本人”として知られる
存在ですが、それぞれがどのようにスタンフォードでキャリア形成された
のかは、読者も興味のあるところです。その経緯を詳しくお話しいただけ
ますか。

西野　私は一旦は研修医として臨床現場に出たのち大学院に入学し直
し、1987年、大阪医科大学大学院４年生のときに、生化学の第一人者
で当時学長だった早石修先生の紹介で、客員研究員としてスタンフォー
ドに派遣されました。研究は、遺伝性・家族性の睡眠障害「ナルコレプ
シー」の原因究明。レム睡眠を発見したデメント教授のもとでイヌの実験
データを取り、研究していました。ところが予定の６カ月を過ぎても成果
が出せず…。「このまま帰国しては後悔する」と滞在を延長し、2年目で
目的を達成しました。思えばここで成果にこだわったことが、後のキャリ
アに繋がっています。帰国準備をしていた最中に大学から残ってほしい
と言われ、以来滞在延長が30数年になりました。当初はポスドクからス
タートしましたが、スタンフォードで研究を続けたいなら学内外の研究者
の競争を勝ち抜き、ラボのPI（主任研究員）やファカルティ（教授陣）を
めざすしかありません。実はアメリカでは日本と違って、大学からラボの
運営費は一切出ません。研究者自身が、アメリカ国立衛生研究所（NIH）

西野　日本では大学ごとに国の研究費が割り当てられ、それが各研究室
にも分配されますが、アメリカでは先ほどもお話ししたように、PIが自分で
ラボの運営資金を外部から調達しなければなりません。研究室の立ち上げ
は起業に等しく、PIはさながら零細企業の社長のようなものです。研究を
するかたわらリクルーティングもしなければいけません。生物系研究室の
年間の運営費は最低5000万～6000万円で、たとえば運営費5000万円
を国や企業の助成金で獲得した場合、その約6割に当たる3000万円が
上乗せされて支払われ、上乗せ分は大学に間接経費として入る仕組みに
なっています。助成金は通常２～５年分のため、研究室を継続させるには
都度、更新のための審査を受けます。仮にその研究を続ける価値がないと
みなされれば助成金は打ち切られるため、研究室を存続させるのもサバイ
バルなのです。ユニークなのは、研究申請の審査の多くが権威ある教授陣
ではなく、その前年や前々年に助成された若い研究者である点。私も経験
しましたが、審査自体が膨大な資料を読み込んでその実現可能性を分析・
判断する仕事で、若い研究者の鍛錬の場になっています。

自由と多様性とパッション。 
スタンフォードの空気が成功を呼ぶ

――近年のお二方の活動を拝見していると、池野先生はスタンフォード
大学で開発された教育プログラム『Biodesign』の日本版を立ち上げら
れ、西野先生は日本人研究者を受け入れたり著書を出版するなど、ご自
身がスタンフォードで得た知見を日本に還元する取り組みをされていま
す。どのような想いから日本回帰に至ったのでしょう？

池野　きっかけは2011年の東日本大震災でした。自治医科大学卒で学
費を免除していただいた身なのに、大惨事に日本国民に貢献できないとい
う、やるせなさを感じました。それで日本の未来を良くするために何ができ
るか考えたとき浮かんだのが、『Biodesign』の日本展開だったのです。未
来をつくる原点は人ですから、起業家精神を日本の若い人に知ってもらう
ことはとても大切です。『日本版Biodesign』を立ち上げるにあたっては、
ボトムアップでは限界があるため、トップダウンで展開すべく、行政に対し
て発信力のある方々のお力をお借りしました。たとえば当時の日本医療機
器産業連合会の会長ならびに日本医療機器テクノロジー協会の理事だっ
たテルモの中尾浩治会長をはじめ、大阪大学、東京大学、東北大学の学長、
教授、大学病院長などなど。人を介して初めてお会いした方がほとんどで
したが、みなさん快く賛同してくださり感謝しかありません。紹介してくだ
さる方――Knowing whoの大切さをつくづく感じた一件でした。

西野　日本人研究者受け入れについては、以前から積極的に行ってきま
した。日本の睡眠研究は、アメリカと比べ10～20年遅れていたからです。
ただ最新情報をそのまま日本に持ち帰るのではなく、“何かを生み出す力
そのもの”をスタンフォードから持ち帰ってほしいと願いながら、人材育成
に努めてきました。出版については、年齢を重ねるにつれ「社会に役立っ
てこその研究だ」という想いが強くなり、取り組み始めました。2017年に
『スタンフォード式　最高の睡眠』という本を出して以来、数冊の本を日
本で上梓しています。最初の本は編集者のアドバイスに従い、「受容体」
や「レセプター」といった難しい単語を使わず書いたところ、多くの人に読
まれました。次に出した本では専門的な言葉も取り入れて執筆しましたが、
売れ行きはさっぱり…。睡眠の重要性を社会に周知させる目的のためには、
わかりやすさがポイントだと気付かされ、以来、心掛けています。今日お話
ししている内容などを詳しく記した『スタンフォード式お金と人材が集まる
仕事術』も、2020年に出版しています。

――スタンフォードには、最新の情報や技術を求めて研究者以外にも日
本企業から人が派遣されています。そういったビジネスパーソンが情報
を得るための極意などはありますか？

池野　今の時代、表面上の情報であればネットで入手できます。しか

などの政府機関もしくは企業から研究助成金を獲得する必要があり、ラ
ボ運営費――すなわち自分と研究員・事務員の給与、実験機器、その他
PC等必要経費などを賄うメドが立って初めて、大学側もラボの立ち上げ
を認めてくれるのです。研究助成金申請は、研究テーマや社会的意義に
加え実現可能性も厳しく問われ、申請書類は膨大かつ詳細なものになり
ます。私の場合は、忙しいデメント教授に代わってポスドク時代から研究
申請書を作成していた経験があり、ヒトのナルコレプシーの主たる発生メ
カニズムを突き止めた業績もあったため、NIHの研究助成金も獲得でき、
2005年、スタンフォード内に「睡眠生体リズム研究所」の所長という新
しいポジションを創出することができました。その２年後には学内選考会
を経てファカルティにも選ばれ、現在に至ります。このように、渡米後の
私は結果的には、アメリカの研究者の王道のキャリアパスを歩んだと言
えるでしょう。しかし、アメリカでのキャリアパスやラボの運営方法につい
て何も知らずに渡米した身としては、日本との違いに戸惑いながら、手探
りの中で前進してきたというのが実情です。

池野　僕のキャリアパスは、リサーチでサバイブした西野先生とは違い、
前例のないものと自認しています。自治医科大を卒業してから９年間、僻
地医療を含む地域医療に携わった後、恩師からの声かけで2001年４月に
ポスドクフェローとしてスタンフォード大学に赴任しました。アメリカ文化
を楽しむつもりで渡米したんです。仕事は、医学部循環器科での動物実験。
人間と似ているブタの心臓を用いて、ステントやバルーンカテーテルなど
開発中のさまざまなデバイスの評価を行うのです。エリートはやりたがら
ない、キャリアパスにならない仕事です。でも、「世の中を変えるデバイス
を開発する」という夢に向かって真剣に挑戦している医療機器ベンチャー
の姿勢に心を打たれ、そのサポートをする仕事に僕自身も生きがいを感じ
て、毎日ブタの実験に明け暮れました。ところが月日が経つにつれ、日本の
大学から派遣されている周囲のエリートたちのキャリアと自分のキャリア
に歴然とした差を感じ、焦りが出てきました。そこで取り組んだのが、デバ
イス評価をまとめた論文執筆です。ポスドクの評価は論文の数で決まりま
すので。僕はMDだったのでそれまで論文の重要性をあまり認識していな
かったのですが、仕事仲間である医療機器エンジニアはみなハーバード大
学やマサチューセッツ工科大学卒でPhDを持っており、論文の重要性や書
き方のポイントを熟知しています。彼らがデータ提供など惜しみなく協力し
てくれたおかげで、僕は次から次に論文を書きました。その成果が大学か
ら認められ、渡米から3年後のポスドク終了時に、ポストを作るから残るよ
う言われたのです。これまでにシリコンバレーで関わった医療ベンチャー
は200社以上。その経験から、世の中を変えるアントレプレナーの育成が
重要だと考えるようになり、研究と並行して2014年からは医療機器分野
の起業家養成プログラム『Biodesign』のファカルティを務めています。ま
た日本国内でも10以上の大学で客員教授などを務め、政府や地方自治体、
企業のアドバイザーも引き受けるなど、目の前のやれることを夢中でやっ
ているうちに、今のキャリアが積まれたというわけです。

――お二方は全く異なるキャリアパスを歩まれたのですね。西野先生、
アメリカの大学研究室運営の実情をもう少し詳しく教えていただけ
ますか？

し深層の情報を得るには、２つの方法しかないでしょう。すなわち、長
くスタンフォードにいて中の人＝「インサイダー」になるか、give & 
give & give & no takeを続けることです。しかし日本企業の姿勢
はtake ＆ take ＆ take ＆ no giveのため、せっかくこちらに来て
も何の情報も得ていないように見えます。相手にgiveし続け、価値あ
る人間だと思われると、そのうちいつか自分にもtakeが返ってくるも
のです。僕の場合は、医療機器の評価でベンチャーに貢献したことで、
彼らのインサイダーになれました。企業の場合、giveできる最大の価
値は投資なので、CVCやLP投資をすることが情報を得る近道になる
でしょうね。

――最後に改めてスタンフォード大学の魅力や存在意義をどのよう
にお感じになっているか、お聞かせください。

西野　スタンフォードの校風は、「自由の風が吹く」。独創性や多様
性を大切にし、教授陣も気さくで敷居が低い。ノーベル賞受賞者のロ
ジャー・コーンバーグが、「何を研究しているかわからない人間がたく
さんいる。これがスタンフォードの強みだ」と語りましたが、この言葉
に尽きます。しかし自由ということは、半面、責任を伴うということで、
結果が伴わなければその責任は自分に跳ね返ってきます。仕事を作る、
人とお金を集める、成果を出せるよう計画を立てて実行する。それを、
自発的に行い、成果主義でサバイブできる池野先生や私のようなタイ
プの人間にとっては本当に魅力的な場所だと感じます。

池野　大学はノウハウを教える場所であり、友達を作る場所でもあり
ますが、もう一つ大事なのはマインドセット――志やパッション、ミッ
ションも含めて――教え込む場所だと思っています。「仏作って魂入
れず」ではダメなんですね。その点、スタンフォードは魂を込めること
に非常に長けた大学です。その気にさせる、熱いものを持った学生を
育てるのがうまい教育者が集まり、教育システムが機能している。マイ
ンドセットは、その場所で空気や喜怒哀楽を一緒に分かち合うことで
生まれてくるものです。そのような大学が街の中心にあるからこそ、シ
リコンバレーとその周辺のエコシステムの中にも、社会問題の解決に
本気で取り組む空気が存在するのでしょう。そしてパッションがあるか
ら成功を呼び込む。僕はそう思っています。日本の大学や企業は狭い
日本の中での競争に目を向けがちですが、一度日本の外に出てみると
マインドセットが変わるはずです。若い人には特に、地球規模の視野を
体感して、日本の未来のために貢献してほしいと願っています。

池野 文昭 氏
Stanford Biodesign, Stanford University
Program Director (U.S) Japan Biodesign
MedVenture Partners取締役
医師

浜松市出身。自治医科大学卒業後、9年間、僻地医療を含む地域医療に携わった後、2001年か
らスタンフォード大学循環器科での研究を開始。以後、200社を超える米国医療機器ベンチャー
の研究開発、動物実験、臨床試験等に関与する。創業時から関与し成功したベンチャーも多数。ベ
ンチャー、医療機器大手も含む、同分野での豊富なアドバイザー経験を有し、日米の医療事情に
精通している。また、医療機器における日米規制当局のプロジェクトにも参画し、国境を超えた医
療機器エコシステムの確立に尽力している。スタンフォード大学では、研究と平行し、2014年か
ら、医療機器分野の起業家養成講座『Biodesign』で教鞭をとっており、『日本版Biodesign』
の設立にも深く関与。

西野 精治 氏
スタンフォード大学医学部精神科教授　同大学睡眠生体リズム研究所所長
株式会社ブレインスリープ最高研究顧問　医師、医学博士

1955年大阪府生まれ。1987年、当時在籍していた大阪医科大学大学院からスタンフォード大学
に留学。2000年、グループの中心としてヒトのナルコレプシーの主たる発生メカニズムを突き止
める。2005年、ラボ所長に就任。睡眠・覚醒メカニズムを分子・遺伝子レベルから個体レベルまでの
幅広い視野で研究している。2019年、睡眠に特化した企業へのコンサルティングやITを活用した
サービスなどを手掛ける株式会社ブレインスリープを設立、最高研究顧問を務める。著書に『スタン
フォード式 最高の睡眠』（サンマーク出版）など。
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